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ファラデーの法則
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変圧器の原理
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① 電源電圧𝑉 の⼤きさによって、励磁磁束Φ 𝑡 のΦ が決まり、

② 𝛷 によって⼆次電圧𝑉 の⼤きさが決まる。
𝑉 4.44𝑁 𝛷 𝑓 ※磁束の⼤きさは、電流の⼤きさに⽐例する。
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励磁電流𝑖 𝑡 の⼤きさも決まる。
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③負荷を接続すると、⼆次電圧により負荷電流𝑖 𝑡 が流れる。

④負荷電流𝑖 𝑡 によって、鉄⼼内に磁束𝛷 𝑡 が発⽣し、励磁磁束
を減少させる。（変圧器のコイルは差動接続とする）

⑤励磁磁束を保つように、
𝛷 𝑡 を打ち消す磁束𝛷 𝑡 を
発⽣させるために必要な、
負荷電流𝑖 𝑡 が流れる。
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